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本
書
は
ゴ
ル
ド
ン
夫
人
の
艸
せ
ら
れ
し
を
、
可
成
原
意
を
損
せ
ざ
る
樣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
注
意
し
た
る
も
、
譯
文
拙
劣
に
し
て
全
豹
を
示
す
こ
と
能
は
ざ
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憾
む
、
原
意
の
徹
底
せ
ざ
る
所
は
そ
の
責
譯
者
に
在
り
。
夫
人
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
躯
を
以
て
今
夏
再
び
嚴
島
に
游
び
、
更
に
讃
岐
に
渡
り
、
大
師
の
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誕
地
を
訪
ひ
、
遂
に
高
野
山
の
靈
廟
に
詣
せ
り
、
夫
人
の
大
師
追
慕
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
念
深
き
を
知
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
二
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
楠
順
次
郎
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「
我
れ
爾
曹
に
告
げ
ん
、
此
輩
も
し
默
止
せ
ば

　
　
か
の
石
は
直
ち
に
呼
號
す
べ
し
。
」
（
耶
蘇
）

　
佛
教
に
關
す
る
予
が
智
識
は
至
て
乏
し
く
、
唯
日
本
在
住
の
間
に
於
て
斷
片
的
に
學
得
し
、
且
つ
有
名
な
る

支
那
學
者
に
就
き
、
法
華
の
法
門
を
研
究
し
た
る
が
、
今
某
大
徳
の
需
に
應
じ
て
、
覺
束
な
く
も
一
文
を
草
し

て
世
に
公
に
せ
ん
と
欲
す
る
所
以
な
り
、
こ
の
支
那
學
者
は
曾
て
馬
鳴
の
起
信
論
を
譯
し
、
そ
の
進
歩
せ
る
大

乘
教
理
と
、
耶
蘇
教
義
と
の
間
に
於
て
驚
く
べ
き
同
似
點
を
發
見
し
た
り
。
予
も
ま
た
佛
教
徒
た
る
諸
友
の
厚

意
に
よ
つ
て
、
佛
耶
の
兩
教
義
を
比
較
し
、
其
間
に
於
て
喜
ぶ
べ
き
思
想
の
融
和
を
認
め
た
り
。
假
令
語
句
の

間
に
於
て
全
然
同
一
な
る
も
の
な
く
、
且
つ
現
時
に
於
て
は
精
確
な
る
歴
史
上
の
連
鎖
を
追
跡
す
る
こ
と
不
可

能
な
る
如
き
も
、
此
兩
者
の
間
に
は
眞
正
な
る
精
神
的
連
鎖
の
慥
に
存
在
せ
る
こ
と
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
ず
。
今

予
は
不
幸
に
し
て
此
大
問
題
に
關
し
無
智
な
り
と
雖
も
、
益
進
で
之
を
攻
究
し
、
一
層
深
く
教
理
に
悟
入
せ
ん

こ
と
を
希
望
し
て
止
ま
ざ
る
こ
と
を
茲
に
表
白
す
る
も
の
な
り
。

　
若
し
そ
の
古
傳
の
研
究
愈
進
み
、
兩
教
聖
典
の
對
照
そ
の
宜
し
き
を
得
ば
、
現
に
不
可
能
視
せ
ら
る
ゝ
歴
史

上
の
連
鎖
も
、
遂
に
發
見
し
得
ら
る
べ
く
。
從
つ
て
夫
の
精
神
的
連
鎖
も
愈
明
確
な
る
根
據
を
有
す
る
に
至
り
、

佛
耶
兩
教
徒
相
互
の
利
益
と
な
る
べ
き
は
明
白
な
り
。

　
我
聖
書
中
に
云
へ
る
こ
と
あ
り
、
「
ベ
レ
ア
」
の
民
は
小
亞
細
亞
の
他
の
都
府
の
民
よ
り
も
尊
し
、
何
と
な

れ
ば
彼
等
は
日
々
聖
書
を
讀
み
、
そ
の
事
の
果
し
て
然
り
し
や
否
や
を
尋
究
せ
り
と
。
凡
そ
相
互
の
教
義
を
公

平
明
白
に
、
且
つ
正
直
に
比
較
攻
究
す
る
こ
と
は
、
兩
者
相
損
す
る
こ
と
な
き
は
勿
論
、
現
時
尤
も
必
要
を
感
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ず
る
は
、
兩
教
中
眞
に
精
神
あ
る
人
々
が
、
相
互
に
そ
の
寳
藏
を
闡
明
し
、
明
白
に
兩
者
の
教
義
を
了
解
す
る

に
あ
り
。
何
と
な
れ
ば
精
神
界
の
事
物
は
精
神
な
き
人
に
對
し
て
は
遂
に
愚
盲
不
了
た
る
を
免
る
可
か
ら
ざ
れ

ば
な
り
。

　
予
が
昨
夏
此
の
風
光
明
媚
な
る
勝
區
に
遊
樂
せ
る
間
に
於
て
、
最
も
深
き
印
象
を
與
へ
た
る
も
の
あ
り
と
せ

ば
、
そ
は
弘
法
大
師
の
感
化
の
偉
大
な
る
こ
と
に
て
あ
り
き
。
此
に
於
て
予
は
從
來
大
師
に
就
て
は
、
唯
そ
の

名
の
外
、
殆
一
切
を
知
ら
ざ
り
し
こ
と
を
愧
ぢ
ざ
る
を
得
ず
。
而
る
に
今
そ
の
名
の
斯
く
も
屡
話
頭
に
上
る
を

聞
き
、
且
つ
千
百
年
の
後
に
於
て
そ
の
感
化
、
尚
民
心
を
支
配
し
、
種
々
の
方
面
に
於
て
性
格
の
印
象
を
留
め

た
る
を
見
る
に
及
び
て
は
、
予
は
實
に
大
師
が
如
何
に
驚
嘆
す
べ
き
人
傑
に
し
て
、
そ
の
性
格
の
如
何
に
強
固

な
り
し
か
を
感
賞
せ
ざ
る
を
得
ざ
り
き
。

　
我
英
國
の
戯
曲
詩
家
セ
ー
ク
ス
ビ
ー
ア
は
説
け
り
。

　
　
　
　

　
　
　
　
“The

evilthatm
en

do
lives

　
　
　
　afterthem

-the
good

too
oft

　
　
　
　liesburied

w
ith

them
.

”

　
　
　
　

　
「
惡
事
は
行
ひ
た
る
人
の
後
ま
で
も
生
殘
り
、

　
　
善
事
は
多
く
人
と
倶
に
葬
ら
る
。
」
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悲
む
べ
し
、
こ
の
言
は
實
に
社
會
の
實
状
を
寫
し
た
る
も
の
な
り
き
。
而
る
に
今
や
然
ら
ず
、
偉
大
な
る

「
弘
法
大
師
」
の
名
は
、
國
民
の
間
に
か
く
ま
で
も
そ
の
芳
香
を
存
せ
り
。

　
予
が
始
め
て
大
師
を
知
り
し
は
、
嚴
島
＝
彼
の
神
聖
な
る
、
美
麗
な
る
内
海
の
一
島
＝
に
て
あ
り
き
。
予
は

一
日
彼
の
快
絶
奇
絶
な
る
深
林
を
過
ぎ
、
絶
壁
を
攀
ぢ
、
山
の
頂
上
に
達
し
て
一
の
巨
大
な
る
聖
火
を
見
た
り
。

こ
は
實
に
予
が
世
界
周
遊
中
に
於
て
見
た
る
最
も
奇
異
な
る
も
の
な
り
き
。
斷
木





を
燃
せ
る
こ
の
聖
火
は
、
弘

法
大
師
が
千
百
年
前
支
那
よ
り
歸
朝
せ
し
時
、
此
地
に
點
火
せ
し
以
來
、
曾
て
滅
せ
ざ
る
所
な
り
と
云
へ
り
。

予
は
こ
の
木
頭
火
に
耶
蘇
教
の
ユ
ー
ル
ロ
ツ
グ
（
耶
蘇
降
誕
祭
の
木
頭
火
）
と
の
間
に
は
思
想
の
連
絡
あ
る
を

信
ず
、
こ
の
聖
火
に
近
く
奧
の
院
あ
り
、
此
に
參
じ
て
そ
の
幔
幕
及
そ
の
前
の
懸
燈
に
於
て
、
叉
斧
（
ダ
ブ
ル

ア
ツ
ク
ス
）
の
印
章
あ
る
を
見
た
り
。

　
こ
の
叉
斧
は
實
に
ア
リ
ヤ
ン
時
代
以
前
に
於
て
、
地
中
海
の
ク
リ
ー
ト
島
＝
紀
元
前
三
千
八
百
年
ア
ゲ
ー
ド

の
サ
ル
ゴ
ン
大
王
の
上
陸
せ
し
島
＝
に
於
て
天
神
の
表
章
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
、
天
上
の
鳥
を
表
せ
し
も
の
な
り

と
謂
へ
り
。
近
時
ド
ク
ト
ル
、
ア
ー
サ
ー
セ
ー
、
イ
　ヷ
ン
ス
氏
が
ゼ
ウ
ス
神
（zeus

即
太
陽
神
）
の
生
宮
と

稱
せ
ら
る
ゝ
岩
窟
、
及
ク
ノ
ソ
ス
（K

nossos

）
の
王
宮
（
古
來
ミ
ノ
ト
ー
ル
（
怪
牛
）
の
迷
宮
と
稱
せ
ら
れ

し
處
）
を
發
堀
せ
し
際
、
こ
の
叉
斧
の
印
を
發
見
し
た
り
。
さ
れ
ば
こ
の
紀
章
は
歴
史
以
前
よ
り
廣
く
用
ゐ
ら

れ
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

　
弘
法
大
師
も
又
筆
法
に
熟
し
、
五
筆
運
用
の
技
を
逞
く
し
、
假
名
文
字
を
四
十
八
字
の
教
歌
と
な
し
。

　
　
色
は
匂
へ
ど
散
り
ぬ
る
を
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わ
が
世
誰
ぞ
常
な
ら
む

　
　
有
爲
の
奧
山
今
日
越
え
て

　
　
　
　
　
　
淺
き
夢
見
じ
醉
ひ
も
せ
ず

　
　
　
　

　
　
　
　
“Fragrantflow

ersare
very

sw
eet,

　
　
　
　B

utone
day

they
w

illfade
aw

ay,

　
　
　
　W

ho
can

say
〝Thisw

orld'sunchanging

〞?

　
　
　
　C

rossing
o'erthe

m
ountofchangesto-day,

　
　
　
　W

e
shallfind

no
dream

ing,norillusion

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　B

utEnlightenm
ent!

　
　
　
　

と
云
へ
り
。

　
又
次
に
京
都
に
來
り
た
る
に
、
幸
運
に
も
予
は
盆
祭
に
會
せ
り
。
予
は
實
に
愉
快
を
以
て
そ
の
奇
異
な
る
盆

火
（B

on
fire

）
を
見
た
り
。
鳥
居
、
舟
、
秘
密
殿
、
大
文
字
等
の
光
景
を
平
安
城
を
圍
め
る
山
の
斜
面
に
顯

は
せ
り
。
こ
は
恒
に
世
界
の
漫
遊
客
の
怪
み
見
る
所
な
る
が
、
こ
れ
亦
弘
法
大
師
の
考
案
に
出
で
た
る
も
の
な

り
と
謂
へ
り
。
千
百
有
餘
回
の
秋
に
亘
り
て
弘
法
の
遺
志
の
、
尚
年
々
行
は
る
ゝ
は
驚
嘆
す
べ
き
事
實
に
非
ず

や
。
予
は
此
に
於
て
暫
く
埃
及
三
角
塔
時
代
死
書
（The

B
ook

ofthe
dead

）
と
、
こ
れ
ら
の
奇
習
慣
と
の
間
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に
於
け
る
關
係
を
示
し
、
試
み
に
そ
の
連
絡
を
畫
か
ん
と
欲
す
。
是
れ
予
は
此
點
に
於
て
尤
も
弘
法
な
る
偉
人

格
に
興
味
を
感
じ
た
る
に
よ
り
、
茲
に
可
能
的
大
師
の
人
格
に
關
す
る
一
切
を
闡
明
せ
ん
こ
と
を
决
心
し
た
る

を
以
て
な
り
。

　
大
師
は
曾
て
千
百
餘
年
に
於
て
自
ら
法
を
求
め
て
支
那
に
遊
學
し
、
當
時
支
那
の
中
心
に
し
て
首
都
た
る
長

安
に
在
留
し
た
り
、
こ
の
一
事
の
み
を
以
て
す
る
も
そ
の
勇
猛
、
剛
邁
の
氣
象
を
示
し
て
餘
り
あ
る
も
の
と
謂

ふ
べ
し
。
兩
三
年
客
遊
の
間
に
於
て
惠
果
大
阿
闍
梨
に
就
き
密
教
を
攻
究
し
、
而
し
て
そ
の
所
謂
眞
言
宗
＝
大

日
の
秘
教
＝
を
得
て
歸
朝
し
た
り
、
思
ふ
に
こ
の
遍
照
の
大
日
こ
そ
實
に
嚴
島
の
聖
火
及
京
都
の
標
火
（B

eac

on-fire

）
の
根
底
に
横
は
れ
る
秘
密
な
る
可
し
。
大
師
在
唐
の
間
に
於
て
一
の
秘
密
を
傳
受
せ
ら
れ
、
深
く
之

れ
を
心
中
に
藏
し
、
遂
に
日
本
國
に
於
て
千
歳
不
磨
の
方
法
に
於
て
、
國
民
の
腦
底
に
印
象
せ
ん
こ
と
を
計
り

た
る
も
の
な
る
べ
し
。
大
師
は
疑
ひ
も
な
く
在
唐
の
間
に
於
て
、
か
の
「
大
光
明
」
（A

G
reatLight

）
＝
高

き
に
昇
れ
る
旭
日
の
如
く
國
民
を
覺
照
し
、
＝
闇
き
に
坐
し
死
の
影
に
住
ふ
も
の
を
照
し
、
＝
平
和
の
道
を
導

く
＝
か
の
偉
大
な
る
光
輝
を
證
得
し
た
る
も
の
な
り
。
而
し
て
こ
の
光
明
を
永
久
的
に
實
現
的
に
國
民
の
眼
球

に
映
ぜ
し
め
、
人
を
し
て
こ
の
祭
火
を
照
し
經
に
依
り
て
大
毘
盧
舍
那
佛
＝
一
切
處
に
遍
滿
せ
る
大
日
＝
の
教

義
を
演
暢
し
た
り
。
ヒ
ー
ブ
ル
ー
人
は
こ
の
思
想
を
イ
マ
ニ
ユ
ー
エ
ル
＝
我
と
倶
に
在
る
神
＝
な
る
一
語
に
依

て
言
明
し
た
り
、
如
是
唯
一
神
の
實
現
を
感
ず
る
は
耶
蘇
教
に
於
て
は
最
も
貴
重
な
る
眞
理
な
り
。
而
し
て
弘

法
は
如
何
に
し
て
こ
の
美
麗
な
る
眞
理
を
學
得
し
た
る
か
、
予
は
熱
心
に
之
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
未
だ
そ

の
要
を
得
ず
、
さ
れ
ど
も
予
は
切
に
そ
の
實
際
を
發
見
す
る
の
目
的
を
以
て
歴
史
的
秘
鍵
を
得
て
、
こ
の
搜
索
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を
遂
げ
ん
こ
と
は
最
必
用
な
る
攻
究
な
る
べ
き
を
信
じ
て
止
ま
ざ
る
も
の
な
り
。

　
聞
く
所
に
依
れ
ば
日
本
第
一
流
の
學
者
の
一
人
た
る
白
鳥
博
士
は
、
「
東
西
歴
史
の
示
す
所
に
依
れ
ば
弘
法

大
師
が
基
督
教
よ
り
、
或
る
も
の
を
學
び
た
る
點
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
と
云
へ
り
と
。

　
紀
元
八
百
四
年
に
大
師
が
長
安
に
到
り
し
時
は
＝
弘
法
も
、
傳
教
も
、
倶
に
企
業
心
に
富
め
る
遊
學
者
に
し

て
、
皇
命
を
奉
じ
て
入
唐
し
、
宗
教
の
攻
究
調
和
を
計
る
べ
き
目
的
を
有
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
＝
當
時
長
安

に
於
け
る
第
一
流
の
紳
士
、
宗
教
家
、
政
治
家
に
會
見
を
求
む
べ
き
は
論
を
俟
た
ず
。
事
實
に
於
て
我
々
は
惠

果
阿
闍
梨
よ
り
祕
教
を
傳
受
し
た
る
こ
と
を
知
れ
り
、
そ
の
隨
學
の
結
果
が
、
弘
法
の
進
歩
し
た
る
神
佛
融
和

主
義
と
な
り
た
る
を
見
れ
ば
、
惠
果
の
事
跡
に
於
て
尚
一
層
東
西
史
上
の
連
鎖
を
發
見
し
得
べ
き
や
も
知
る
べ

か
ら
ず
。
弘
法
及
傳
教
兩
大
師
は
、
長
安
に
於
て
必
か
の
有
名
な
る
大
石
碑
を
見
た
る
な
る
べ
し
、
こ
は
兩
大

師
の
入
唐
よ
り
僅
に
二
十
三
年
前
、
＝
紀
元
七
百
八
十
一
年
＝
に
建
て
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
幅
五
尺
、
高

一
丈
の
豐
碑
、
上
に
は
一
千
八
百
七
十
字
の
刻
文
あ
り
、
題
し
て
「
景

教

流

行

中

國

碑

」
と
云
ふ
。
景
教
は
ネ

ス
ト
ル
僧
正
の
派
に
屬
す
る
耶
蘇
教
に
し
て
、
唐
太
宗
の
時
＝
紀
元
六
百
三
十
五
年
＝
波
斯
の
大
徳
阿
羅
本
及

そ
の
隨
員
に
依
て
、
支
那
に
開
教
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
、
阿
羅
本









は
青
雲
を
占
ふ
て
聖
典
を
載
せ
、
風
律
を

望
ん
で
艱
險
を
亘
り
、
以
て
傳
教
の
任
を
全
ふ
せ
り
と
云
ふ
。
唐
代
の
太
宗
皇
帝
、
長
孫
皇
后
は
世
界
史
上
に

於
け
る
最
も
英
明
に
し
て
機
智
に
富
め
る
二
統
治
者
に
し
て
、
衞
軍
の
威
武
大
に
振
ひ
、
王
化
四
方
に
潤
ひ
、

民
心
安
堵
、
夜
、
戸
を
鎖
さ
ゞ
る
に
到
れ
り
。
茲
に
於
て
帝
の
注
意
は
文
化
教
育
の
上
に
集
中
せ
ら
れ
、
長
安

に
於
て
一
大
圖
書
殿
を
建
設
し
、
二
十
萬
卷
の
書
を
藏
し
、
啻
に
親
ら
讀
書
に
身
を
委
ぬ
る
の
み
な
ら
ず
、
凡
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べ
て
の
吏
人
を
し
て
自
己
の
讀
書
修
養
に
務
め
し
む
る
に
至
れ
り
。
こ
の
圖
書
殿
は
、
そ
の
接
侍
室
、
讀
書
室

と
共
に
精
神
的
修
業
の
中
心
と
な
り
、
宗
教
に
關
す
る
諸
問
題
も
、
亦
此
の
舘
内
に
於
て
攻
究
せ
ら
る
ゝ
の
盛

に
達
せ
り
。
そ
の
帝
立
の
大
學
は
、
亦
そ
の
名
四
方
に
高
く
、
朝
鮮
そ
の
他
の
諸
國
は
、
そ
の
王
子
を
も
送
り

て
就
學
せ
し
む
る
に
至
り
、
政
府
に
於
て
は
帝
國
内
第
一
流
の
人
物
を
網
羅
す
る
を
得
た
り
と
謂
へ
り
。

　
此
時
に
方
つ
て
、
波
斯
國
の
大
徳
、
景
教
僧
の
長
安
の
郭
外
に
來
る
や
、
英
明
な
る
太
宗
は
、
宰
相
房
玄
齡

を
し
て
儀
衛
を
具
し
て
之
を
西
郊
に
迎
へ
、
宮
中
に
請
ぜ
し
む
。
皇
帝
、
大
臣
倶
に
そ
の
聖
教
を
聞
き
、
眞
理

に
悟
入
せ
り
、
景
教
の
經
典
は
、
圖
書
殿
に
於
て
譯
せ
ら
れ
、
新
教
に
關
し
て
屡
々
下
問
せ
ら
れ
、
第
一
に
國

の
統
治
者
中
に
景
教
の
傳
授
せ
ら
る
ゝ
を
見
、
最
も
思
想
あ
り
、
精
神
あ
る
上
流
の
學
者
及
遠
來
の
游
學
者
の

間
に
教
化
の
行
は
る
ゝ
に
至
り
た
り
。
此
時
に
於
て
も
太
宗
皇
帝
は
、
熱
心
な
る
儒
教
者
に
し
て
、
世
々
盛
に

行
は
れ
た
る
佛
教
、
老
子
教
に
は
多
く
の
同
情
を
有
せ
ざ
り
き
。

　
貞
觀
十
二
年
秋
七
月
太
宗
文
皇
帝
の
詔
勅
を
景
教
碑
に
載
せ
、
左
の
如
く
記
せ
り
。

　
　
道
無
常
名
。
聖
無
常
體
。
隨
方
設
教
。
密
濟
群
生
。
大
秦
國
大
徳
阿
羅
本
。
遠
將
經
像
。
以
献
上
京
。
詳

　
　
其
教
旨
。
玄
妙
無
爲
。
觀
其
元
宗
。
生
成
立
要
。
詞
無
繁
説
。
理
有
忘
筌
。
濟
物
利
人
。
宜
行
天
下
。
所

　
　
司
即
於
京
儀
寧
坊
。
造
大
秦
寺
。
一
所
度
僧
廿
一
人
。
（
中
略
）
巨
唐
道
光
。
景
風
東
扇
。
旋
令
有
司
。

　
　
將
帝
寫
眞
。
轉
横
寺
壁
。
（
下
略
）

　
西
安
府
誌
に
屬
せ
る
長
安
の
地
圖
に
は
、
波
斯
胡
寺
の
舊
跡
は
尚
記
載
せ
ら
る
ゝ
を
見
る
、
殊
に
景
教
碑
の

記
す
所
の
事
實
の
疑
ふ
可
か
ら
ざ
る
は
、
豐
碑
の
現
存
と
倶
に
種
々
の
史
跡
に
徴
し
て
明
白
な
る
も
の
な
り
。
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こ
の
牌
文
は
三
一
妙
身
。
無
元
眞
主
。
阿
羅
訶
。
（A

loha

）
即
上
帝
の
徳
を
賛
す
る
に
始
ま
り
、
創
世
紀

の
造
物
説
を
述
べ
、
天
地
人
生
の
創
造
偏
僻
す
る
所
な
き
も
、
惡
魔
裟
彈
（Sathan

）
の
誘
惑
に
依
り
、
空
有

の
論
を
生
し
、
祷
祀
の
俗
を
爲
し
、
精
神
界
の
混
亂
を
來
た
し
、
陰
雲
常
に
世
を
掩
ふ
に
至
る
。
茲
に
於
て
三

一
分
身
。
景
尊
彌
施
訶
。
（M

essiah

）
戢
隱
眞
威
。
同
人
出
代
。
遂
に
救
世
主
の
出
世
と
な
り
、
大
秦
國
に

耶
蘇
の
降
誕
を
見
る
。
救
主
の
應
現
よ
り
遂
に
能
事
斯
畢
。
亭
午
昇
眞
の
贖
罪
の
話
に
移
り
、
廿
七
部
の
經

（
舊
約
聖
書
）
を
留
め
三
一
淨
風
。
無
言
之
新
教
を
確
立
せ
し
を
説
き
、
左
の
教
説
を
立
て
た
り
。

　
一
、
靈
關
、
浴
水
（
洗
禮
）
の
禮
を
設
け
て
以
て
浮
華
を
滌
ぎ
虚
白
に
返
ら
し
め
。

　
二
、
十
字
の
印
を
持
し
て
、
以
て
四
照
を
融
和
し
。

　
三
、
木
鐘
を
打
つ
て
仁
惠
の
音
を
震
ひ
。

　
四
、
東
方
を
禮
し
て
、
以
て
生
榮
の
路
に
趣
き
。

　
五
、
鬚
を
存
ず
る
は
外
行
あ
る
所
以
。

　
六
、
頂
を
削
る
は
内
情
な
き
所
以
。

　
七
、
藏
獲
を
畜
へ
ず
し
て
、
貴
賤
を
人
に
均
く
し
。

　
八
、
貨
財
を
聚
め
ず
し
て
、
身
を
貧
窮
の
地
に
置
き
。

　
九
、
食
を
齋
斷
す
る
は
、
識
を
伏
藏
す
る
所
以
。

　
十
、
身
を
禁
飾
す
る
は
、
健
康
を
有
つ
所
以
。

　
十
一
、
一
日
に
禮
讃
七
時
大
に
存
亡
を
庇
し
。
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十
二
、
七
日
一
薦
心
を
洗
ひ
素
に
反
る
。

眞
常
之
道
。
妙
而
難
名
。
功
用
昭
章
。
強
稱
景
教
。
惟
道
非
聖
不
弘
。
聖
非
道
不
大
。
道
聖
符
契
。
天
下
文
明

　
夫
れ
よ
り
景
教
東
來
の
歴
史
を
述
べ
、
波
斯
大
徳
阿
羅
本
の
入
唐
、
經
書
の
飜
譯
、
太
宗
の
詔
勅
よ
り
景
風

東
遷
の
事
跡
を
述
べ
、
高
宗
の
時
に
到
り
て
化
風
愈
揚
り
、
諸
州
に
令
し
て
景
寺
を
建
て
し
め
、
阿
羅
本
を
崇

め
て
鎭
國
大
法
主
と
な
す
。
景
風
十
道
に
遍
く
、
國
富
み
民
休
し
、
家
に
景
福
を
仰
ぎ
し
が
、
武
后
垂
拱
、
聖

暦
年
間
に
到
り
て
、
釋
子
の
排
擠
に
會
ひ
、
先
天
年
間
に
於
て
は
士
人
の
誹
謗
を
受
け
、
一
時
停
滯
せ
し
も
、

玄
宗
即
位
の
後
に
於
て
は
、
五
帝
の
寫
眞
を
寺
内
に
安
置
し
、
親
ら
景
寺
に
臨
み
て
壇
場
を
建
立
す
。
法
棟
再

立
ち
、
道
名
正
に
復
す
、
天
寳
の
載
、
波
斯
の
僧
（
譯
者
曰
、
著
者
は
茲
に
佶
和
と
惠
果
と
同
人
に
は
非
ず
や

と
の
疑
問
を
附
し
置
け
り
。
惠
果
は
支
那
人
に
し
て
關
内
道
慶
長
郡
昌
應
縣
の
人
と
傳
へ
ら
る
如
何
に
や
。
）

佶
和
東
來
し
、
同
列
、
十
七
人
興
慶
宮
に
於
て
功
徳
を
修
し
天
額
を
賜
ふ
、
肅
宗
、
代
宗
或
は
景
寺
を
増
建
し
、

或
は
天
香
を
供
し
、
又
は
御
饌
を
賜
ふ
て
景
風
を
宣
揚
す
。
徳
宗
の
治
世
に
至
り
て
は
、
更
に
波
斯
よ
り
金
紫

光
祿
太
夫
、
同
朔
方
節
度
副
使
、
試
殿
中
監
賜
紫
袈
裟
僧
伊
斯
遠
く
玉
舍
の
城
よ
り
中
夏
に
來
り
、
傳
法
の
事

に
從
ひ
、
徳
化
大
に
行
は
れ
た
る
事
蹟
を
述
べ
、
建
碑
の
來
由
を
示
せ
し
も
の
な
り
。

　
こ
の
碑
文
は
景
教
の
僧
、
景
淨
（A

dam

）
の
撰
文
に
し
て
建
中
二
年
に
時
の
法
主
僧
寧
恕
の
配
下
に
於
て

建
設
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。

　
バ
ー
カ
ー
教
授
は
そ
の
「
支
那
及
宗
教
」
な
る
書
に
於
て
、
こ
の
碑
文
に
見
え
た
る
唐
人
の
名
は
、
皆
實
際

史
上
の
人
物
た
る
こ
と
を
證
言
せ
り
。
將
軍
郭
子
儀
、
高
力
皆
史
上
に
名
あ
る
人
に
し
て
、
阿
羅
本
を
迎
へ
た
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る
宰
相
房
玄
齡
は
、
太
宗
建
國
の
大
半
を
助
成
せ
る
人
な
り
。
こ
の
撰
文
者
た
る
景
淨
（A

dam

）
の
名
さ
へ

も
、
近
時
高
楠
博
士
の
發
見
に
依
れ
ば
佛
教
書
「
貞
元
釋
教
録
」
中
に
そ
の
名
を
留
め
た
り
と
云
ふ
。

　
貞
元
釋
教
録
（
般
若
傳
）
卷
十
七
に
依
れ
ば
、
景
淨
は
佛
教
僧
と
共
に
佛
書
の
飜
譯
に
從
事
し
た
り
、
そ
の

記
事
左
の
如
し
。

　
法
師
梵
名
般
刺
若
（
〔Prajn~a

〕
）
。
北
天
竺
迦
畢
試
國
人
也
。
（
中
略
）
乃
與
大
秦
寺
波
斯
僧
景
淨
。

　
依
胡
本
六
波
羅
密
經
。
譯
成
七
卷
。
時
爲
般
若
不
閑
胡
語
。
復
來
解
唐
言
。
景
淨
不
識
梵
文
。
復
未
明
釋
教
。

　
雖
稱
傳
譯
。
未
獲
半
珠
。
竊
圖
虚
名
。
匪
爲
福
利
。
録
表
聞
奏
。
意
望
流
行
。
聖
上
（
徳
宗
）
睿
哲
文
明
。

　
允
恭
釋
典
。
察
其
所
譯
。
理
昧
詞
疎
。
且
夫
釋
氏
伽
藍
。
大
秦
僧
寺
。
居
止
既
別
。
行
法
全
乖
。
景
淨
（A

　dam

）
應
傳
彌
尸
訶
（M

essiah
）
教
。
沙
門
釋
子
。
弘
闡
佛
經
。
欲
使
經
法
區
分
。
人
無
濫
渉
。
正
邪
異

　
類
。
涇
渭
殊
流
。

　
而
し
て
こ
の
般
若
三
藏
は
曾
て
、
景
淨
と
共
に
佛
經
を
譯
し
た
る
も
徳
宗
の
爲
に
非
認
せ
ら
れ
、
更
に
新
組

織
を
爲
し
譯
成
し
た
る
も
の
は
、
大
乘
理
趣
大
波
羅
密
經
と
し
て
一
切
經
中
に
存
す
。

　
景
淨
は
建
中
三
年
に
景
教
碑
を
建
て
五
年
の
後
即
、
貞
元
二
年
に
は
如
上
の
佛
經
連
譯
を
爲
し
た
る
が
、
其

後
二
十
三
年
を
經
て
貞
元
二
十
年
に
は
、
弘
法
大
師
は
入
唐
し
て
、
か
の
般
若
三
藏
に
就
き
、
親
く
梵
言
を
攻

究
せ
り
。
或
る
學
者
は
般
若
三
藏
と
稱
す
る
も
の
二
人
あ
る
如
く
説
け
る
も
、
こ
は
全
く
誤
謬
に
因
れ
る
も
の

に
て
、
景
淨
（
ア
ダ
ム
）
の
同
譯
者
た
る
般
若
も
、
弘
法
大
師
の
請
益
師
た
る
般
若
も
同
一
た
る
は
殆
ど
疑
な

き
も
の
ゝ
如
し
。
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弘
法
、
傳
教
の
長
安
に
着
せ
し
時
に
は
、
市
内
に
四
大
景
寺
あ
り
、
一
大
景
教
碑
あ
り
、
卓
識
英
邁
の
資
を

以
て
新
智
識
を
得
る
に
熱
中
せ
る
大
師
其
人
に
し
て
、
十
字
架
を
冠
し
異
文
字
を
刻
せ
る
碑
文
を
見
ず
、
皇
帝

の
御
影
を
掲
げ
、
奇
異
の
樣
式
を
表
せ
る
寺
院
を
訪
問
せ
ざ
る
の
理
由
あ
る
べ
か
ら
ず
。
も
し
大
師
に
し
て
景

教
中
國
流
行
碑
の
大
榜
を
見
ば
、
必
ず
や
そ
の
何
も
の
な
る
か
、
そ
の
所
謂
處
女
よ
り
生
れ
た
る
彌
尸
訶
（
メ

サ
イ
ア
）
と
は
何
も
の
な
る
か
、
そ
の
贖
罪
昇
天
と
は
何
事
な
る
か
を
問
究
め
ん
と
す
る
は
勿
論
、
先
つ
そ
の

寺
院
に
入
り
、
東
西
の
語
に
通
じ
た
る
大
徳
景
淨
に
逢
ひ
、
そ
の
教
義
を
質
問
し
、
且
か
の
「
光
翼
」
（
神
の

顯
現
を
表
す
）
の
奇
標
を
見
て
、
そ
の
説
明
を
求
め
て
、
そ
の
好
奇
心
を
滿
足
せ
し
め
た
る
は
、
火
を
見
る
よ

り
も
明
か
な
り
。
こ
の
光
翼
の
神
標
は
、
太
古
埃
及
の
三
角
塔
の
古
棺
に
刻
せ
ら
れ
、
ア
ツ
シ
リ
ヤ
の
寺
院
に

彫
出
せ
ら
れ
、
シ
リ
ア
に
て
は
耶
蘇
教
に
化
し
て
、
尚
こ
の
標
識
を
全
世
界
の
主
宰
神
を
表
す
る
も
の
と
し
て

用
ゐ
た
り
。
當
時
支
那
に
は
、
已
に
六
朝
百
七
十
餘
年
間
景
教
は
民
間
に
行
は
れ
、
全
國
六
人
の
僧
正
あ
り
、

長
安
は
そ
の
首
座
に
し
て
、
景
淨
（
ア
ダ
ム
）
は
實
に
そ
の
僧
正
に
て
あ
り
き
。
さ
れ
ば
種
々
の
方
面
に
於
て

目
に
觸
れ
耳
に
入
る
も
の
も
あ
り
し
な
る
べ
し
、
故
に
碑
文
以
外
の
事
實
も
大
師
に
は
知
ら
れ
、
教
義
の
精
細

も
亦
探
究
せ
ら
れ
し
や
も
知
る
べ
か
ら
ず
。
新
智
識
に
汲
々
し
、
尋
究
し
て
止
ま
ざ
る
は
、
實
に
日
本
學
生
の

特
色
な
り
。
如
此
太
宗
の
賞
讃
を
博
し
た
る
景
教
の
何
物
た
る
を
知
ら
ず
し
て
、
長
安
を
辭
す
る
は
、
到
底
眞

言
、
天
台
の
創
立
者
た
る
兩
大
師
に
は
不
可
能
の
事
な
り
と
す
。
（
譯
者
曰
、
以
上
數
項
重
複
の
處
多
き
を
以

て
略
譯
し
て
そ
の
意
を
示
す
。
）

　
日
本
に
於
け
る
眞
言
宗
に
大
日
教
義
の
存
在
せ
る
と
、
今
世
紀
に
到
る
迄
嚴
島
、
京
都
に
於
て
祭
火
の
相
續

16弘法大師と景教との關係



せ
る
と
は
、
か
の
奇
絶
な
る
石
碑
の
言
明
せ
る
教
網
を
見
修
し
、
思
惟
し
た
る
の
證
左
な
り
と
信
ず
る
に
躊
躇

せ
ず
、
そ
の
教
説
と
は
何
ぞ
や
、
碑
文
に
云
く
、

　
景
尊
彌
施
訶
（
メ
サ
イ
ア
）
同
人
出
世
室
女
聖
を
誕
し
、
以
て
廿
四
聖
舊
約
の
懸
記
に
應
し
、
其
の
教
法
に

　
依
り
て
家
と
國
と
を
理
し
、
三
一
の
淨
風
を
設
け
、
無
言
の
新
教
を
立
て
、
正
信
以
て
人
心
を
養
ひ
、
八
境

　
を
制
し
て
世
道
を
拓
き
、
塵
垢
を
練
つ
て
眞
淨
を
成
し
、
以
て
三
常
の
門
を
啓
く
、
生
を
開
き
死
を
滅
し
、

　
景
日
を
懸
け
て
闇
府
を
照
ら
し
、
魔
妄
是
に
於
て
か
摧
破
せ
ら
れ
、
慈
航
に
棹
し
て
明
宮
に
登
り
、
含
靈
是

　
に
於
て
か
救
濟
せ
ら
る
、
能
事
既
に
畢
り
、
亭
午
登
天
眞
に
昇
る
。

　　
　
譯
者
曰
、
著
者
は
八
境
は
佛
教
の
八
戒
と
同
じ
く
、
三
常
の
門
は
盆
祭
の
火
の
鳥
居
と
同
じ
く
、
景
日
は

　
大
日
に
し
て
、
慈
航
は
盆
祭
の
舟
、
明
宮
は
盆
火
の
宮
殿
に
均
し
く
其
間
相
關
す
る
も
の
あ
る
が
如
く
に
注

　
せ
り
。

　　
弘
法
大
師
は
支
那
よ
り
歸
り
て
、
嵯
峨
天
皇
の
灌
頂
、
即
洗
禮
を
爲
し
た
り
、
即
、
大
日
教
の
秘
密
に
入
る

を
示
せ
る
も
の
に
し
て
、
新
約
馬
太
傳
（
二
十
八
卷
、
十
八
＝
二
十
）
の
耶
蘇
の
言
を
味
へ
ば
そ
の
意
義
明
了

な
る
べ
し
。

　
天
の
う
ち
地
の
上
の
凡
べ
て
の
權
を
我
れ
に
賜
は
れ
り
、
是
故
に
爾
曹
行
き
て
萬
國
の
民
に
洗
禮
を
施
し
、

　
之
を
父
と
子
と
聖
靈
の
名
に
入
れ
て
弟
子
と
な
し
、
且
我
が
凡
べ
て
爾
曹
に
命
ぜ
し
こ
と
を
守
れ
と
、
彼
等
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に
教
へ
よ
、
夫
れ
わ
れ
は
世
の
終
り
ま
で
常
に
爾
曹
と
偕
に
在
る
な
り
と
。

　
大
師
は
又
嵯
峨
帝
の
命
に
應
じ
、
十
住
心
論
十
卷
を
作
り
た
る
も
餘
り
に
精
細
に
過
ぎ
、
更
に
命
に
應
じ
秘

藏
寳
鑰
（K

ey
to

the
SecretG

odow
n

）
三
卷
を
著
せ
り
と
云
ふ
。
大
師
に
對
す
る
信
仰
は
、
啻
に
上
一
人
に

止
ま
ら
ず
、
國
民
の
心
情
を
汲
引
せ
る
こ
と
は
千
萬
の
民
衆
が
、
死
後
高
野
山
大
師
靈
廟
の
側
に
、
そ
の
終
焉

の
墓
碑
を
建
て
ん
と
希
望
せ
る
の
一
事
に
て
も
明
白
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。

　
承
和
二
年
空
海
寂
し
、
凡
九
十
年
の
后
に
到
り
、
醍
醐
帝
延
喜
二
十
一
年
に
及
び
て
、
「
弘
法
大
師
」
の
謚

號
を
賜
ふ
。
か
の
阿
羅
本
に
與
へ
ら
れ
た
る
「
鎭
國
大
法
主
」
「
大
徳
」
の
尊
號
と
妙
に
相
似
た
る
に
非
ず
や
。

　
夫
れ
天
意
の
秘
密
は
得
て
知
る
べ
か
ら
ず
、
か
の
景
教
碑
は
「
物
言
ふ
石
」
の
資
格
と
し
て
、
日
出
處
よ
り

遠
來
せ
る
學
問
僧
に
そ
の
教
を
傳
へ
、
能
事
終
り
て
四
十
年
の
後
一
た
び
土
中
に
埋
も
れ
、
凡
八
百
年
間
無
言

の
石
た
り
し
は
亦
奇
と
謂
ふ
べ
し
。
佛
國
の
ポ
ー
チ
エ
ー
は
こ
の
碑
文
の
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
を
證
明
し
、
且
想

像
し
て
、
此
の
碑
文
は
多
分
紀
元
八
百
四
十
五
年
＝
會
昌
五
年
武
宗
破
佛
の
亂
に
埋
沒
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る

べ
し
と
云
へ
り
。
然
る
に
千
六
百
二
十
五
年
即
、
明
の
天
啓
五
年
に
於
て
偶
然
に
長
安
の
郭
外
に
於
て
工
夫
の

爲
に
發
堀
せ
ら
れ
、
そ
の
不
朽
の
文
字
は
再
び
眞
理
を
宣
揚
し
得
る
に
到
れ
り
。

　
馬
太
傳
二
十
一
卷
四
十
二
耶
蘇
云
は
く

　
聖
書
に
録
せ
り
、
爾
曹
未
だ
之
を
讀
ま
ざ
る
か
。

　
「
工
匠
の
棄
て
た
る
石
は
、
家
の
隅
の
礎
石
と
な
れ
り
、
是
れ
主
の
行
ひ
玉
へ
る
こ
と
に
し
て
、
我
れ
ら
の

　
目
に
奇
と
す
る
所
な
り
。
」
と
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是
故
に
我
れ
爾
曹
に
告
げ
ん
、
神
の
國
を
爾
曹
よ
り
奪
ひ
、
そ
の
果
を
結
ぶ
民
に
與
へ
ら
る
べ
し
。

　
こ
の
石
の
上
に
墜
る
も
の
は
壞
れ
、
こ
の
石
の
上
に
墜
れ
ば
そ
の
物
碎
か
る
べ
し
。
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